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はじめに 

 

 昨年１０月１１日をもって１０年の節目を迎えた雲仙市において、雲仙市総

合計画に掲げる市の将来像「豊かな大地・輝く海と、ふれあう人々で築く、た

くましい郷土」の実現に向け、市民が主役・市民総参加による、市の総力を結

集したまちづくりを進められてこられたことに対し、心から敬意を表します。 

 さて、瑞穂地域審議会は、合併から平成２６年３月に至るまでの８年間に渡

り、合併後も地域住民の声を新市の施策に反映させるため、市長の諮問に対し

答申するとともに、瑞穂地域が抱えている課題について、具体性・効率性のあ

る解決策を提言してまいりました。 

この度、私たち１５名は、平成２６年８月に市長から委嘱を受け、第５期地

域審議会の委員として活動を始めて以来、市制施行１０周年という節目を迎え

た雲仙市のこれまでを振り返る総括的な視点に立ち、合併時に策定された「新

市建設計画」を踏まえて策定された「雲仙市総合計画」の執行状況に関する事

項に係る市長からの諮問に対し、審議を行なうとともに、地域振興に関して、

本地域のこれからの歩みを地域住民の目線から展望し、現状と課題を踏まえた

解決策について、「交流施設を活用したまちづくり」と「人口減少」をテーマと

した提言書を取りまとめました。 

委員一同、「住みたい・住みやすい」まちづくりの実現を切に願っており、そ

の思いを瑞穂地域審議会の提言書として提言いたします。 
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提言提言提言提言１１１１「「「「交流施設交流施設交流施設交流施設をををを活用活用活用活用したまちづくりについてしたまちづくりについてしたまちづくりについてしたまちづくりについて」」」」 

 

１．現状と課題 

 本地域の海側には「みずほすこやかランド」があり、宿泊や各種研修会を開催できる施設のほ

か、千年の湯、多目的グランド、テニスコート、プールといった体育施設など多種の施設を備え、

地域住民の癒しと健康増進の場として活用されています。また、本地域の山側には、総面積３６

万平方メートルという広大な広葉樹林公園である「みずほの森」があり、手作り工芸を体験でき

る「クラフトハウス」やアスレチックが楽しめる「冒険の森」も整備され、キャンプ場は、自然

学習の場としての活用が可能です。 

しかし、両施設ともに利用者数が低迷する状況にあり、利用の増加に向けた積極的な取組みが

必要となっております。 

 

２．特に 

・経営感覚をもった施設運営が必要です。 

・市内外に対する効果的な周知・広報の実施が必要です。 

・千年の湯や宿泊施設などサービス業としての特色を備えているため、利用客の満足度の追求に

努める必要があります。 

 

３．具体的には、 

［みずほすこやかランド］ 

・施設の稼働率が低い時間帯に限定した割引制度や体育施設利用者の温泉利用優遇措置など、利

用客のニーズに対応したサービスの提供が必要です。 

・体育施設の利用について、地域住民の利用を優遇する制度を設け、稼働率の向上に努める必要

があります。 

・体育施設、温泉施設、宿泊施設が一箇所に存在することは、本施設の強みであり、積極的に市

内外に PR し、部活動やサークル活動の合宿等の誘致を図る必要があります。 

・みずほすこやかランドは、早期に指定管理を行い、経営の安定を図る必要があります。 

・温泉施設に隣接している瑞穂漁協の直売所施設については、閉鎖されている状態が続いており、

施設の有効活用が課題となっております。所有する瑞穂漁協へ働きかけ有効活用を図る必要が

あります。 

 

［みずほの森］ 

・市内には、多数観光スポットが存在しており、ホームページ上で広報されておりますが、情報

数が多く、閲覧者が情報を探しにくい状況にあります。特に本施設周辺は、県の新観光百選に

も選定されパワースポットとしても注目されている岩戸神社など、様々なスポットがあり、よ

り詳細な周知広報、観光案内ガイドの育成に取り組む必要があります。 

・本施設は、全国的に珍しい広葉樹の自然林であり、四季により、異なった魅力があるにもかか
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わらず、キャンプ場の使用期間が夏期に限定されております。広葉樹の色づく秋期まで使用期

間を延長するなど、施設のもつ魅力をより多くの方へ周知する必要があります。 

・本施設の利用者の減少は、学校関係の利用率の低下が一つの要因であると考えられます。自然

体験学習を市内小中学校のカリキュラムに含めるなど、子ども達の地域自然環境の意識向上に

生かす取組みを実施する必要があります。 

・アウトドア施設の充実が、施設の魅力の一つでありますが、キャンプなど、アウトドアに対す

る知識がなく、利用を敬遠されてしまうことが、施設の利用率の低迷の原因の一つと考えられ

ます。地域の子ども会の指導部長などに対し、施設の利用の提案や、アウトドアの講習を実施

するなど、施設利用のメインとなるターゲットを絞り、魅力的な提案を市が積極的に行う必要

があります。 
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提言提言提言提言２２２２「「「「人口減少対策人口減少対策人口減少対策人口減少対策についてについてについてについて」」」」 

 
１．現状と課題 

本地域の人口は、平成２７年の国勢調査（速報値）によると、５，１２７人であり、市全体の

減少率より若干緩やかに減少しております。しかし、５年後の平成３２年時の人口は５，０００

人以下となることが予想されており、本地域においても、人口の減少は喫緊の課題となっており

ます。 

 

２．特に 

・保護者だけではなく、地域住民が学校や、子育て世帯に対する支援の意識を醸成する環境づく

りが求められます。 

・雲仙市の４５歳から４９歳の方の未婚率は、平成２年当時６．２％でありましたが、平成２２

年には１８．１％と２０年間で約３倍に増加しており、地域の少子化の一因になっていると考

えられます。 

・住みやすいまちづくりとは、地域の高齢化が進行している状況から、高齢者が長く安心して住

み続けられるまちづくりのことであると考えられるため、対策が求められます。 

 

３．具体的には、 

・小学校入学前までの保護者同士が交流できる場を創設し、不安を共有・相談・解決できるコミ

ュニティの構築の必要があります。 

・育児ボランティアを募り、公共施設や図書館などで短時間の託児サービス等支援の実施を検討

する必要があります。 

・地域内には、活用できるにも関わらず放置されている空き家が多く、人口減少対策として空き

家の活用を促進する施策が求められます。 

・子育て世帯の地域への定着には、公園の整備、小児医院等、子育て環境を充実させる必要があ

ります。 

・通学路の整備が不十分な箇所があり、市の補助を受け、地域住民で改善をしてきましたが、根

本的な問題の解決に至っておらず、本格的な整備が必要です。 

・婚活に対する関心の高まりを受け、効果的な婚活支援を実施する民間事業者が多く存在するた

め、婚活支援の民間委託なども視野に入れ、地域の現状に即した支援のあり方の研究や未婚者

のニーズの把握及び早急な対策の実施が求められます 

・本地域の特徴を整理し、どのような世帯に住んでもらいたいのか、ターゲットの明確化及び、

ターゲットに対する積極的な周知・広報を行なう必要があります。 

・定住促進対策は、将来の雲仙市のあり方に密接に関わる喫緊の課題です。対策を十分に検討し、

大幅に予算を割くとしても、効果のある施策を実施することも一策であると考えます。 

・国道沿いに大型スーパーやコンビニエンスストアができ、生活の利便性が向上しておりますが

一方では、地域と密接に関わってきた小規模な個人商店の閉店が決まり、特に車を所有してい
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ない高齢者の日常の買い物に大きな影響が考えられます。移動販売や店舗への送迎など、高齢

者が安心して長く生活できるような対策の検討・実施が求められます。 


